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   On maintenance hemodialysis, these patients may requiresurgery for various reasons in-
cluding renal transplantation, and they are predisposed to all kinds of surgically correctable 
complications involving the abdominal organs. 
   The commonest indication for surgical intervention is gastrointestinal b eeding. 
   Gastrointestinal symptoms are recongnized aspart of secondary chronichyperparathyroidism. 
 This report is a review of our experience with three cases who developed gastrointestinal 
bleeding during maintenance hemodialysis. 



























　　　　　　　　症 　　 　 　　例
　症例1　永○広○,46才,男.
　臨床診断:の う胞腎.

























酸血症,貧 血,高 血圧に対 して血液透析の適応 と考
え,1970年6月A-Vシャン ト造設後コルフ型人工腎
臓による血液透析を開始した。しかるに高血圧および








































に腹膜灌流を開始した,同 時にA-Vシ ャン トを設置
し,入院後5日 目より.血液透析を開始した.透 析療法


































Fig.2症例3の 胃十 二 指 腸 造影
胃角 に ニ ツシ ェを 認 め る.
を開 始 し,1969年4月第19回透 析 後 左 腎 摘 除 術 を 施 行
した.
摘 除 した左 腎 は大 小 種 々の の う胞 に よ って 占め られ
重 量2,2009であ っ た.術 前 の尿 素窒 素 は104mg,'dl,
K4.5mEq/L,であ り尿 量 は1800mユ/日程 度 で あ っ
た.術 後 は 第2日 目よ り血 液透 析 を 開 始 し,60日 目 よ
り週2回 な い し1回 の 外 来透 析 が可 能 とな っ た,1970
年10月ご ろ よ りふた た び 残 腎 よ りの 出血 が あ り,同 時
に 高血 圧(200/100mmHg)と歩 行 困難,食 後 の 腹 部
膨満 感 と嘔 吐 が 高度 とな り,1970年12月,当科 へ 入院
し た,
入院 時 現 症:体 格 中等 度,栄 養 中 等 度,顔 貌 普 通,
眼 瞼 結 膜 や や 貧 血状,胸 部 は 異 常 所 見 な し,腹 部 は 右
に2ヵ 所,左 に1ヵ 所 の腰 部 斜 切 開 手 術搬 痕 があ り,
右 腹部 全 域 に わ た る 腫 瘤 を 触 知 す る.腹 水,浮 腫 な
く,腱 反 射 正 常,排 尿障 害 は ない が 食思 不 振 が あ り,
食後 胃部 膨 満 感 と嘔 吐 があ る.便 通 は2日 に1回 の割
合 で あ る.
入院 時 検 査 成績=血 圧180/100mmHg,尿 量700
ml/日 以 下,比 重1008,尿 蛋 白7%以 上,沈 渣 に


















































血 球3800/mm3,血色 素9.89/dl,血球 容積29%.
入院 後 経 過=
1970年12月,右腎 摘 除 術 を 施 行 し た.摘 除 腎 は 重量
1,6009,腎全 体 に の う胞が 認 め られ,左 腎 と全 く同
様 の所 見 であ っ た,な お,肝 に も多 数 の小 の う胞 が み
とめ られ た.術 後3日 目よ り術 前 と同 様 の透 析 プPグ
ラ ムに 復 帰 した.し か し第11日目術 後4回 目の透 析 を
症 例2と 同時 に 施 行 し た のち,大 量 の 下血 が始 ま り,
翌 日に は 吐血 を もみ る よ うに な った.大 量 の失 血 を 頻
回 の 輸 血 と血 液 透 析 を頻 回 に く り返 して補 い,発 症 後
27日目に 消化 管 の レ線撮 影 を施 行 した.こ の結 果 胃角
に 大 き な ニ ッ シエ を思 わ せ る陰 影 添 加 像 を認 め,胃 潰
瘍 と診断 され た(Fig・2).患者 は 大量 の下 血 の準 め,
高 度 の 貧 血,低 蛋 白 血症,高 窒 素 血 症 に 陥 っ てい た た
め,術 前 に 大量 の輸 血 を お こない,1971年1月 胃部 分
切 除 術 を 施 行 した.潰 瘍 は 幽 門部 よ り約10cm上 方
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